
金沢＆福井で
「アフリカセミナー」を開催

マレーシアでは下水道普及率が67％と東南アジア諸国
の中では高い一方で、管の老朽化が進んでおり、損傷に
よる道路陥没や浸水被害が頻発しています。株式会社北
菱（石川県・小松市）様の下水道本管用せん孔ロボット
「スーパーミニモグ」は、既設の下水管を開削することなく
せん孔やパイプ内の異物の除去をすることが出来ます。
同社は、JICAの中小企業・SDGｓビジネス支援事業の案
件化調査を実施頂いており、今回マレーシアでセミナーと
ロボット作業のデモンストレーションを実施し、現地の下
水道関係者への理解促進を図りました。

8月24日、石川県出身の元青年海外協力隊を講師にキルギス料理教室を開催しました！
作ったのはプロフ（炊き込みご飯）とシャカラップ（トマトサラダ）。当日はキルギス文化の話や青年
海外協力隊の体験談発表もしました。お子さんから大人まで幅広い年代の方に参加いただき、「家
でも作りたい」「キルギス文化も知れて良かった」と感想もいただきました！

7月27日（土）、（公財）とやま国際センターとJICA北陸の共催
で、国際理解出前講座授業力UPセミナーが開催されました。
普段は出前講座の講師として活躍しているJICA海外協力隊
経験者の皆さんと教師海外研修に参加されて国際理解教育を
実践している先生方が一緒になり、より質の高い出前講座がで
きるように学びあいました。模擬授業やグループワークを通して、
出前講座をする側の視点だけでなく、出前講座を依頼する側
の視点も学ぶよい機会となりました。

アフリカセミナー in 福
井

JICAマラウイ事務所
所長の報告

6/18「アフリカセミナーin金沢」ではJICAケニア事務所所長の
小森が「アフリカを牽引するケニアの魅力とビジネス展開の
可能性」として活動報告を行いました。また、JICAの中小企業
海外展開支援事業を実施中の明和工業株式会社様に事例発
表をしていただきました。企業の方やコンサルタントの方など
50名以上の方に参加いただきました。
6/24「アフリカセミナーin福井」ではJICAエジプト事務所所長
の大村、マラウイ事務所所長の木藤が活動報告を行い、JICA
の中小企業海外展開支援事業を実施中の株式会社折玉様と
明和工業株式会社様に講演いただきました。
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JICA北陸では、学校教員の方々向けに、開発途上国での実体験型研修プログラムを
通し、学んだ内容を直接教育現場に還元して頂く「教師海外研修」を実施しています。
本事業は生徒達との距離が近い教員の方々に日本では経験出来ない異文化・途上国
体験を提供し、教育現場での国際理解授業を通して次代を担うグローバル人材を育成
することを目的としています。2019年度は大洋州の島サモアを訪問しました！現地の
学校、教育省、博物館など沢山の場所を訪問するだけでなく、1泊2日のホームステイ、
青年海外協力隊が活動している現場の視察（気象庁など）も行いました！
参加した先生の感想を紹介します。

国際交流と国際協力を学ぶ学生向けプログラムを毎年全5回シ
リーズで開催しています。第1回では、SDGs(持続可能な開発目
標)を使って、世界に存在する様々な問題・課題への理解を深め
ました。貧困の裏には様々な別の問題が背景にあること、一つの
課題を放置していると他の問題を引き起こすことに繋がること。
他にも、複雑に絡まり合うSDGsの達成には世界中が協力し
総合的にアプローチしていくことが重要であると理解出来た回
でした。

途上国と聞くと貧しい、辛い、悲しいなど、マイナスのイ
メージをする人が多いのではないだろうか。事実私自
身もそのようなイメージを持っていた。しかしサモアに
来てまず感じたのは皆どこまでも明るく、いつも見せて
くれる素敵な笑顔が印象的だということ。さらに視察を
通じて、サモアには「自然と人の心を育てる文化」が存
在していることを強く感じた。サモアで出会う人々は皆
自分、そして周りの人を大切にする姿が見られる。サモ
アをはじめ、途上国には仕事、約束など様々な事に対
し非常におおらかな文化・風習がある。時間や約束・
仕事に厳密な日本に住んでいるからか、このような文
化・風習に対してはマイナスのイメージを持つことが多
かった。今回の研修を通じて少し違う視点からこの文
化を見つめることができた。私はそれらの文化・風習が
私が人として最も大切だと考える。相手そして自分を
大切にする心を育てる一助となったのではないかと考
えた。
石川県立医王特別支援学校  理科  高等部１年  村本宗将先生

移動を含めて11日間、日本を離れた。たった11日間
ではあるが、私の中では日本にいる数年分くらいの学
びや成長があったのではないかと思う。現地での1日
は考えさせられることが非常に多く、そのひとつひとつ
が深いものであった。実際に見て体験することは非常
に大きな意味があり、日本にいては絶対経験できない
ものなので、勇気を出して挑戦してみてほしい。

白山市立白嶺中学校  英語１～３年  前川麻耶先生
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